
採』
蓮

ーz

 

創
刊
号

。



鈴
木
黛
湖
「
曲
園
稚
集
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文
久
元
年
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裔
湖
の
生
涯
に
つ
い
て
は
孫
の
石
井
柏
亭
の
著
r
鷲
湖
及
鼎

湖』
の
記
述
を、
モ
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る（
註
1)。

鷲
湖
は
文

化
十
三
年（
一

八
一

六）、

下
総
金
堀
村（
現
在
の
千
葉
県
船

橋
市
金
堀
町）
の
農
家
に
生
ま
れ
た。

生
年
に
つ
い
て
は
典
説

が
あ
り、
r
千
葉
県
千
葉
郡
誌』
に
は、

文
政
元
年（
一

八
一

八）、

JL
月
一

日
と
伝
え
る（
註
2)。

父
徳
兵
衛
は
梅
中
と
号

し
箕
数
に
長
け
て
い
た
と
い
う。

父
は
葬
数
を
楽
し
み‘

姉

の
武
家
奉
公
は
行
儀
見
習
の
た
め
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら、

農

家
と
は
い
っ
て
も
春
ら
し
向
き
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う。

鳶
湖
は
次
男
で
幼
名
を
筆
三、

本
名
を
漸
造
と
い
っ
た。

鷲
湖
は
二
十
一
、

二
歳
の
と
き、

生
涯 鈴

木
鷲
湖
（
一

八
一

六
ー
一

八
七
0
)

は
下
総
に
生
ま
れ、

江
戸
で
活
錨
し
た
画
家
で
あ
る。

現
在
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら

れ
た
存
在
で
あ
る
が、

谷
文
晶
一

門
の
画
家
と
し
て
そ
の
時

代
に
お
い
て
は
一

家
を
な
し
た
画
家
で
あ
る。

画
家
の
足
跡

を
た
ど
り、

同
時
に、

甜
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
文

人
画
の
状
況
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。

鈴
木
鵞
湖
研
究
（一
）

つ
ま
り
天
保
七、

八
年

（
一

八
三
六、

七）
頃、

駿
河
台
の
旗
本
識
田
家
に
奉
公
す
る

姉
お
た
き
を
頼
っ
て
江
戸
へ
出
た（
註
3)。

は
じ
め
小
間
物
屋

ち
ょ
う
ど
そ
れ
が
松
月

の
夜
店
を
出
し
た
り
し
て
い
た
が、

と
い
う
猪
口
画
を
描
く
絵
師
の
家
の
前
で、

絵
に
魅
せ
ら
れ

て
弟
子
入
り
し
た
と
い
う。

柏
亭
に
よ
れ
ば
松
月
は
浮
世
絵

風
の
絵
を
か
い
た
と
い
う。

そ
の
後
松
月
の
と
こ
ろ
で
知
り

合
っ
た
猪
口
こ
う
の
弟
子
に
な
っ
た。

猪
日
こ
う
は
谷
文
晟

の
弟
子
藤
森
文
亦(
-

八
一

三
？
ー
？）
で、

後
に
鵞
湖
を
文

昴
の
と
こ
ろ
へ

辿
れ
て
い
っ
た
と
い
う（
註
4)。

師
に
つ
い
て

は
奥
説
が
あ
り、

野
村
文
紹
の
『
谷
文
提
翁
之
記』
で
は、

文

晶
の
門
人
で
一

橋
家
の
絵
師
相
澤
石
湖
(
-

八
0
六
ー
一

八

四
一
）
に
師
事
し
た
と
す
る。

鵞
湖
は
神
田
佐
久
間
町
に
家
主
の
株
を
買
っ
て
住
み、

郷

里
か
ら
妻
を
迎
え
て
所
帯
を
も
っ
た。

妻
お
よ
し
は
島
田
村

（
現
在
の
千
葉
県
八
千
代
市
島
田）
の
出
で、

天
保
十
三
年

（
一

八
四
二）
に
は
長
男
悦
太
郎
が
生
ま
れ
て
い
る。

柏
亭
に
よ
る
と
裔
湖
は
は
じ
め
一

稔
と
号
し
て、

天
保
末

年
頃
は
一

商
と
鵞
湖
と
を
併
用
し
て
い
た
ら
し
い
。

な
お
現

在
の
と
こ
ろ
一

鷲
と
署
名
し
た
作
品
は
確
認
で
き
な
い
。

天

保
十
二
年
（
一

八
四
一
）
に
谷
文
晶
は
没
す
る
。

柏
亭
は
文
泥

伊
藤
紫
織
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「
鈴
木
務
湖

子
市
布
佐）
の
魚
問
尾
の
妹
を
後
友
に
迎
え
る。

同
年
の
作
品

に
「
税
一
七
孝
図」（
リ
ン
デ
ン
美
術
館
蔵）
が
あ
る。

明
治
三
年（
一
八
ヒ

0)

五
月
二
十
二
H、

死
去。

死
因
は

柏
序
に
よ
れ
ば
肺
労
の
た
め。

給
は
東
京
谷
中
一

釆
寺
に
現

什
し、

戒
名
は
寂
照
餃
整
湖
n

悠
居
士。

社
お
よ
し、

戒
名

集
善
院
妙
涙
H
持
大
姉
と、

K
男
悦
太
郎、

戒
名
翠
か
浄
完

信
上
と
と
も
に
非
ら
れ
て
い
る。

現
在
図
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ニ
ト
数
点
の
作
品
は、

着

色
の
山
水
に
人
物
を
配
し
た
も
の
が
多
い。

他
に
は
集
を
主

に
淡
彩
を
施
し
た
窄
々
と
し
た
画
風
の
も
の
も
日
立
つ。

ま
ず
舒
色
の
山
水
に
人
物
を
配
し
た
作
品
を
兄
て
い
こ
う。

安
政
二
年
の
「
十
六
羅
淡
像
図」（
図
1)
は
蔵
福
寺
の
寺
伝
に
よ

る
と、

名
主
の
百
野
権
右
衛
門
が
寺
の
欄
間
に
掲
げ
る
た
め

に
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う（
註
7)。

裔
湖
は
画
中
に
中
国
北

宋
時
代
の
画
家
李
龍
眠（
李
公
麟、

の
両
法
に
な
ら
う
と
記
す。

そ
の
記
述
は
祈
色
の
羅
漢
像
で

あ
れ
ば
李
龍
眠
筆
と
す
る、

当
時
の
傾
向
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る。

図
像
的
に
は、

李
公
麟
以
前
に
さ
か
の
ぽ
り
う
る

沼
涼
寺
本
十
六
羅
漢
図
と
同
一
の
羅
漢
の
図
様
が
確
認
で
き

る。

何
ら
か
の
典
拠
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

た
だ
し、

桃

を
持
っ
た
西
王
祉
と
み
ら
れ
る
図
像
も
混
人
し
て
い
る。

背

梨
の
111
水
表
現
は
黒
を
基
調
と
し
て、

け
や
緑
を
ア
ク
セ
ン

作
品

誘
湖

1
0
四
JL
|
―
1
0
六）

の
晩
年一
、

二
年
師
事
し
た
と
推
察
す
る。

裔
湖
の
漫
箪
帖

に
『
随
窮
山
先
師、

聞
泉
抒
暮
橋』
と
超
す
る
図
が
あ
っ
た
こ

と
を
柏
亭
は
伝
え
て
い
る。

怪
湖
は
文
品
に
孫
弟
子
と
し
て

面
織
を
得
る
程
度
の
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が、

ど
の
程

度
教
え
を
う
け
た
か
は
不
明
で
あ
る。

嘉
水
元
年（
一
八
四
八）、

次
男
貞
次
郎
が
生
ま
れ
る。

貞

次
郎
は
石
片
家
の
養
子
と
な
る
が、

後
の
H
本
画
家
石
井
鼎

湖
で
あ
る。

嘉
氷
三
年（
一
八
Ji
o)
三
月、

熊
湖
は
名
義
上
上
分
と
な

ら
れ
て
き
た
ら
し
く、

同
年
刊『
江
戸
文
人
藝
園
一
装』
の
画

家
の
項
に「
外
神
田
佐
久
間
町

鈴
木
株
湖」
と
そ
の
名
が
み

え
る。

同
年
刊『
現
存
雷
名
江
戸
文
人
秤
名
附』（
二
編）
に
も

箪
力
の
達
者
は
人
の
し
る
通
り
み
る
み
る
江
戸

の
ひ
と
な
る
べ
し

極
上
々
吉
壽
八
百
五
十
年」
と
し
て
載
っ

て
い
る（
註
5)。

安
政
二
年(
-
八
五
Ji)
の
年
記
を
持
つ
「
十

六
羅
渓
像
図」
が
知
ら
れ
る
最
も
早
い
作
品
で、

現
在
千
菜
県

指
定
の
文
化
財
と
な
り、

東
庄
町
蔵
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る。

同
年
の
「
山
水
図」（
個
人
蔵）（
註
6)
も
知
ら
れ
て
い
る。

安
政
四
年(
-

八
五
七）
刊r
安
巳
新
撰
文
苑
人
名
録』
に

「
画

ド
谷

鈴
木
膀
湖」
と
し
て
掲
載。

柏
亭
に
よ
れ
ば
翌

安
政
五
年(
-
八
五
八）
の
元
旦
に
仲
御
徒
町
に
転
居。

安
政
六
年(
-
八
孔．
八）
の
年
記
を
持
つ
作
品
が
「
樹
石
図」

（
静
岡
県
立
芙
術
館
蔵）
で
あ
る。

安
政
七
年(
-
八
仕
JL)
fll

r
安
政
文
稚
人
名
録」
に
「
画

名
雄
字
雄
飛

中
御

っ
て
御
徒
町
に
転
居
す
る。

こ
の
頃
か
ら
画
家
と
し
て
認
め

図
1

徒
士
町
山
下
ノ
方、

行
裳
ル
所

鈴
木
漸
造」
と
あ
る。

同
年

は
三
月
に
改
元
し
て
万
延
元
年
と
な
る
が、
「
武
陵
桃
源
図」

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵）
は
万
延
元
年
の
年
記
を
持
つ。

同

年
刊
の
松
浦
武
四
郎
の
蒋『
石
狩
R
誌』
に
肱
文
を
寄
せ
る。

文
久
元
年(
-
八
六
一
）
か
ら
文
久
三
年(
-
八
六
三）
に
か

け
て、

日
本
の
神
仙
を
題
材
に
『
も
、
（
も）
の
た
ね』
と
題
し

て
小
冊
子
を
自
喪
出
版
し
た。
「
西
園
雅
集
図」（
千
葉
市
美

術
館
蔵）
は
文
久
元
年
の
年
記
を
持
つ
。

文
久
元
年
刊『
江
戸

現
在
廣
益
諸
家
人
名
録」
に
も『
安
政
文
雅
人
名
鉢』
と
同
内

容
で
掲
載
さ
れ
る。
「
救
蟻
図」（
千
葉
市
美
術
館
蔵）
は
文
久

二
年（
一
八
六
三）
の
年
記
を
持
つ。

文
久
三
年
刊r
文
久
文

雅
人
名
録』
に
も『
安
政
文
雅
人
名
録
E

と
同
内
容
で
掲
載
さ
れ

る。
「
双
鶴
街
明
珠
図．
孔
愉
放
亀
図」（
個
人
蔵）
は
文
久
三

年
の
年
記
を
持
つ。

元
治
二
年（
一
八
六
五）
の
年
記
を
持
つ
作
品
に「
黄
梁
一

炊

図」（
個
人
蔵）
が
あ
る。

翌
度
応
二
年(
-
八
六
六）
の
作
品
と

し
て
「
沿
陰
横
臥
図」（
サ向
岡
県
立
美
術
館
蔵）、
「
干
公
高
門

図」（
千
葉
市
美
術
館
蔵）、
「
劉
伶
図」（
平
凡
社
刊r
lit
界
文

術
全
集』
29
掲
載）
が
あ
る。

こ
の
年
卜
ニ
月
三
日
に
奥
原
晴

湖
の
披
露
の
疫
に
出
席
し
て
い
る。

殷
応
三
年(
-
八
六
七）
二
月、

よ
お
よ
し
死
亡。

伺
年
の

作
品
と
し
て、
「
混
耕
の
図」（
千
葉
県
立
美
術
館
蔵）、
「
双
鶴

街
明
珠
図」（
個
人
蔵）、
「
元
之
選
救
蟻
図・
双
鶴
衛
明
珠
図」

（
東
方
古
院
刊r
n
本
画
大
成』
10
掲
載）
が
あ
る。

明
治―
一
年(
-
八
六
JL)
頃、

布
佐（
現
在
の
千
葉
県
我
孫

ト
と
す
る。

文
晶
の
後
期
の
山
水
表
現
と
よ
く
似
た
雰
囲
気

を
持
っ
て
い
る。

羅
漢
の
領
の
表
現
も
ま
た
文
凡
の
表
現、

例

え
ば「
十
大
弟
子
図」（
済
松
寺
蔵）
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る。

万
延
冗
年
の
「
武
陵
桃
源
図」（
惟
嘉
堂
文
廂
美
術
館
蔵）
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謁
を、
モ
に
し
た
草
々
と
し
た
画
風
の
作
品
と
し
て
は、

安

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
緑
行
を
施
し
た
田
園
風
禁
に
耕
作
す
る
人

物
を
描
い
て
い
る。

透
視
辿
近
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
は

こ
の
時
代
に
お
い
て
は
珍
し
く
も
な
い
が、

遠
穀
の
水
面
に

浮
か
ぷ
舟
ま
で
丹
念
に
描
い
て
い
る。

同
年
の「
双
鶴
衡
明
珠

凶」（
個
人
蔵）（
図
8)
は、

先
に
挙
げ
た
文
久
二
年
の
同
題
の
作

品
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
様
で
あ
る
が、

よ
り
墨
線
が
目
立
ち、

許
色
が
薄
く
な
っ
て
い
る。

岩
山
の
形
は
単
純
な
も
の
に
な

っ
て
い
る。

同
じ
く
慶
応
三
年
の
年
記
を
持
つ「
元
之
選
救
蛾

図・
双
鶴
衡
明
珠
図」
が
熙
川
寛
氏
蔵
と
し
てr
n
本
画
大
成』

10（
東
方
害
詫、
一
九
三
一
）
に
載
る。
「
元
之
選
救
蟻
図」
は

「
救
蟻
図」
と
同
じ
主
題
と
み
ら
れ、

図
様
も
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る。

ま
た「
双
鶴
街
明
珠
図」
も
先
に
挙
げ
た
二
点
の
同

題
の
作
品
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
様
で
あ
る。

無
年
記
の
作
品
で
こ
の
存
色
山
水
人
物
の
グ
ル
ー
プ
に
入

る
の
が、
「
蜀
桟
道
図」（
千
葉
県
立
芙
術
館
蔵）（
図
9)
で
あ

る。
こ
の
作
品
の
図
様
は
文
昴
の
同
迎
の
作
品
と
も
よ
く
似

る
が、

文
晟
に
倣
う
と
い
う
よ
り
も、

そ
の
典
拠
と
な
っ
た

馬
元
欽
の
作
品（
ま
た
は
そ
の
摸
本）
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い（
註
11)。
占
宜忠
人
物
の
種
類
が
多
い
の
は

「
武
陵
桃
源
図」
と
似
た
傾
向
で
あ
る。

政
六
年
の「
樹
石
因」（
図
10)
の
他、

無
年
記
の「
閣
菊
図」（
静

岡
県
立
美
術
館
蔵）（
図
11)、
「
通
草
図」（
静
岡
県
立
芙
術
館

蔵）（
翌
12)
が
あ
る（
註
12)。

同
様
の
画
風
で
も「
江
郊
鶴
巣
図」

（『
鷲
湖
及
鼎
湖』
挿
図）
や
炭
応
二
年
の「
劉
伶
図」（
平
凡
社

刊『
世
界
美
術
全
集』
29
掲
載）
は
中
国
人
物
を
主
題
と
す
る。

「
翌
隣
図」（
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
蔵）
も
果
線
の
目
立
つ

平
々
と
し
た
画
風
と
見
受
け
ら
れ
る。

安
政
二
年
の「
山
水
図」（
個
人
蔵）、

慶
応―
一
年
の「
清
陰

横
臥
図」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵）（
図
13)、

明
治
二
年
の「
楊

一
至
孝
図」（
リ
ン
デ
ン
芙
術
館
蔵）
は、

上
記
の
二
つ
の
画
風

の
中
間
と
い
え
る。
「
山
水
図」
は
図
様
の
上
で、

渡
辺
玄
対

が
所
持
し
て、

文
晶
が
模
写
し
た
藍
瑛
領「
山
水
十
二
幅
対」

図
8

図
12
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図
9

図
7

慶
応
三
年
の「
塁
耕
の
図」（
千
葉
限
立
美
術
館
蔵）（
図
7)
は

い
る
の
が
目
立
つ。

あ
る。

色
の
浜
淡
で
頻
に
陰
影
を
付
け
て
い
る
の
は
単
山
風

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い。

細
部
の
描
線
が
ち
り
ち
り
し
て

描
写
の
特
徴
な
ど「
救
蟻
図」
に
近
い
作
品
で
あ
る。

う。

点
苔、

樹
皮
に
箪
を
重
ね
る
描
写
は
ほ
と
ん
ど
点
描
で

図
6

図．
孔
愉
放
租
図」（
個
人
蔵）（
区
4)
は
111
水
と
人
物
の
比
重

ら
み
て‘

鵞
湖
が
み
た
の
は
両
稿
の
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

）
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い（
註
9)。

翌
年
の「
双
鶴
街
明
珠

題
の
作
品
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る（
註
10)。

遠
漿
の
描
写
か

＜
蟻
の
姿
に
何
ら
か
の
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
と
る

炭
応―一
年
の「
干
公
高
門
図」（
千
葉
市
美
術
館
蔵）（
図
6)

は、

鵞
湖
が
画
中
に
記
す
と
お
り、

ま
た
も
渡
辺
単
山
の
同

を
救
お
う
と
す
る
人
物
と、

間
に
合
わ
ず
に
溺
れ
死
ん
で
ゆ

念
で、

小
さ
な
蛾
の
頭
と
胴
体
ま
で
描
き
分
け
て
い
る。

蛾

と
近
い。

共
通
す
る
形
態
把
握
で
あ
る。

細
部
に
至
る
ま
で
描
写
は
丹

「
武
陵
桃
源
図」
に
関
係
な
い
モ
チ
ー
フ
が
混
入
し
て
い
た
の

峻
は
平
た
く
重
な
り
あ
っ
て
い
て、

先
の「
武
陵
桃
源
固」
と

内
の
絵
の
画
題
が
雪
中
騎
櫨
と
わ
か
る
よ
う
に
描
い
て
い
る。

図
5

緑
廿
の
点
苔
が
ぴ
っ
ち
り
つ
い
て
い
る
の
が
み
え
る。

岩
の

山
の
同
題
の
作
品
と
同
じ
図
様
で
あ
る。

画
中
画
で
あ
る
室

文
久――
年
の「
救
蟻
図」（
千
葉
市
芙
術
館
蔵）（
図
3
)

で
も、

文
久
元
年
の「
西
園
稚
媒
図」（
千
葉
市
美
術
飽
蔵）（
カ
ラ
ーロ

絵
参
照）
は、
古口
緑
111
水
で
は
な
い
が
緑
秤
の
色
が
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る。

文
昴
の
同
題
の
作
品（
註
8)
を
屏
風
に
再
構

成
し
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る。

茶
を
救
る
箪
子
の
姿
も、

文
品
の
別
の
作
品
に
典
拠
を
求
め
う
る。

下
ぶ
く
れ
の
丸
頻

で、
パ
ー
ツ
が
中
心
に
よ
り
が
ち
な
頻
の
表
現
は、

先
の「
十

六
羅
漢
像
図」
と
共
通
す
る
が、

鷲
湖
に
特
徴
的
な
要
索
を
増

し
て
い
る。

描
写
の
平
面
的
な
性
質
も
額
著
で
あ
る。

て
い
る。

の
モ
チ
ー
フ
や、

鹿
を
辿
れ
た
福
禄
舟
ら
し
き
姿
も
混
入
し

描
写
で
あ
る。

武
陵
桃
源
と
は
関
係
の
な
い
双
鶴
衡
明
珠
図

「
金
碧平日
緑
山
水
図」（
個
人
蔵）
を
よ
り
平
而
化
し
た
よ
う
な

を
用
い
た手日
緑
山
水
に
中
国
人
物
を
配
し
て
い
て、

文
凪
の

振
は
中
国
清
時
代
の
画
家
張
森
振
の
こ
と
か。

陵
線
に
金
泥

（
図
2)
の
画
中
に
は
張
保
振
を
模
す
と
記
さ
れ
て
い
る。

張
保

元
治
二
年
の「
黄
粟一
炊
図」（
個
人
蔵）（
図
5)
は、

渡
辺
半

図
3

図
2
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無
年
記
の「
瀑
布
孔
雀
悩」
がr
n
本
画
大
成』
21（
東
方
書

朕‘
-
JL
三
二）
に
叔
る。

図
版
か
ら、

果
を
基
湖
と
し
た
滝

と
岩
の
前
に
濃
彩
で
孔
雀
を
描
い
た
と
推
察
さ
れ
る。

他
に

類
例
の
な
い
画
題
で
あ
る
が、

水
流
や
水
際
の
地
面
の
表
現

は
採
湖
の
も
の
と
し
て
追
和
感
が
な
い。

画
風
と
し
て
は
杵

色
111
水
人
物
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う。

や
は
り
無
年
記
の「
高
隆
古
像」（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵）

（
図
14)
は、

画
中
に
鷲
湖
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と、
ャ回
隆
古

に
よ
る，
11
圃
像
を
”J
し
た
も
の
だ
と
い
う。

怜
邪
は
集
で
と

る
が、

色
面
で
立
体
的
に
顔
を
表
現
し
て
い
る。

渡
辺
半
山

や
椿
椿
111
の
肖
像
両
の
描
法
を
よ
り
平
面
的
に
し
た
も
の
と

と
れ
る。

賤
湖
に
も
校
r！
と
は
い
え
川
像
両
の
作
例
が
あ
る

の
は
興
昧
深
い。

作
品
全
体
を
通
観
す
る
と、

河
野
元
昭
氏
の
占
葉
を
借
り

る
とr
典
拠
主
義」（
註
13)
と
い
え
る
傾
向
が
者
色
山
水
の
作
品

を
中
心
に
狐
行
で
あ
る。

画
中
に
典
拠
と
し
て
名
を
記
す
両

家
は「
十
六
羅
洪
像
図」
の
李
龍
眠、
「
武
陵
桃
源
図」
の
張
保

振（
張
保
辰
？）、
「
T
公
高
門
図」
の
渡
辺
iij
山
の
三
人
で
あ

る
が、

作
品
の
図
様
か
ら
谷
文
抽
を
典
拠
に
し
た
作
品
も
複

数
確
認
で
き
る。

文
祉
の
作
品
を
通
じ
て
の
叶
能
性
も
あ
る

師
の
作
品
と
い
う
典
拠
を
持
つ
こ
と
は
注
文
名
に
と
っ
て
哨

ま
し
く、

典
拠
と
同
芥
に
描
け
る
こ
と
は
絵
師
に
と
っ
て
誇

り
に
思
う
こ
と
こ
そ
あ
れ、

自
ら
を
恥
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る。

現
在
兄
る
こ
と
の
で
き
る
登
湖
の
作
品
は
絹
本
杵
色
の
よ

く
描
き
込
ん
だ
作
品
が
多
い
が、

実
際
は
出
を
主
に
し
た
卒
々

し
た
画
風
の
作
品
を
か
な
り
多
く
残
し
た
で
あ
ろ
う。

悩
木

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
踪
し
た
他
の
南
圃・
文
人
両
の
画

9水

の
例
か
ら
類
推
で
き
る（
註
14)。

甚
画
会
や、

地
方
の
付
h

行
を
頼
り
に
す
る
遊
歴
な
ど
で
は
略
圃
風
の
作
品
を
絨
廂
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る。

ま
た、

持
湖
は
江
戸
に
出
て、

江
戸
に
住
ん
で
活
動
し
た

が、

作
品
は
地
力
に
売
っ
た
も
の
も
多
か
っ
た
で
あ
る
つ。
r
怪

湖
及
鼎
湖』
に
藍
湖
の
絵
H
記
の
抄
録
が
の
る
が、

信
州、

越

後
柏
崎、

八
王
子、

上
州、

越
後
111
の
紛、

な
ど
に
住
む
人

か
ら
注
文
を
受
け
て
い
る。

悩
木
か
ら
明
治
に
か
け
て
文
人
画
が
大
変
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。
し
か
し「
つ
く
ね
T
山
水」
と

い
う
蔑
み
の
言
薬
が
常
に
つ
き
ま
と
い、

の
水
準
の
低
下
ゆ
え
に、

し
ば
し
ば
そ
の
絵

文
人
圃
は
哀
退
し
た
と
訊
ら
れ
る。

そ
し
て、

富
岡
鉄
斎(-
八
三
七
ー
一
JL
ニ
四）
を
低＂団
の
K

鈴
木
食
湖
の
位
牧
づ
け

1
幕
未•
明
治
の
南
画・
文
人
両
の

状
況
の
中
で

描
い
た
も
の
で
あ
る。

彩
で
描
い
た
も
の。
「
楊一
t
孝
凶」
は
故
卜
人
物
を
淡
彩
で

様
が
か
な
り
近
い。

ぶm
陰
横
臥
図」
は
山
水
人
物
を
黒
画
淡

水
図」（『
建
碑
記
念
文
柚
迫
堪
展
覧
会
図
鉢』
の
図
8
)

と
図

の
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る。

直
接
に
は
文
乳
の「
楼
閣
山

が、

馬
元
欽
ふ血
瑛
も
典
拠
と
な
っ
て
い
る。

典
拠
が
は
っ
き

リ
と
あ
る
作
品
は
ヒ
点（「ャ阿
隆
古
像」
を
含
め
れ
ば
八
点）
で、

現
在
図
様
を
知
り
う
る
作
品
の
三
分
の
一
近
く
に
も
な
る。

典
拠
主
義
は
捨
湖
以
前、

す
で
に
文
化
文
政
の
時
代
に
明

ら
か
で
あ
っ
た。

と
は
い
え
典
拠‘
ゼ
義
の
中
身
も
ま
た
時
代

と
と
も
に
変
容
す
る。

古
典
を
利
用
す
る
こ
と
が
文
化
文
政

の
典
拠
t
義
の
原
則
で
あ
っ
た
ろ
う。

そ
れ
が、

ほ
ん
の
一

世
代
前
の
画
家
の
作
品
を
も
そ
っ
く
り
ま
ね
る（
多
少
の
変
更

を
加
え
る
に
し
て
も）
よ
う
に
な
る。

し
か
し、

単
に
画
家
の

レ
ペ
ル
が
総
じ
て
低
下
し
た
か
ら
揆
倣
を
繰
り
返
す
と
い
う

の
で
も
な
く
思
わ
れ
る。

そ
こ
に
は、

典
拠
を
持
つ
こ
と
そ

れ
日
体
に
価
仙
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

典

拠
を
持
つ
と
い
う
こ
と
か
一
種
の
プ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
価
値

が
あ
っ
た
と
がJ
え
ら
れ
る。

鵞
湖
の
場
合、

典
拠‘
主
義
の
傾

向
は
着
色
山
水
の
作
品
を
中
心
に
源
著
で
あ
る
が、

絹
本
で

労
力
も
画
材
の
伐
用
も
多
く
か
か
る
そ
の
よ
う
な
作
品
は
特

別
注
文
で
あ
っ
た
ろ
う。

典
拠
を
持
つ
こ
と
に
中ー
時
は
少
な

く
と
も
負
の
寇
味
は
な
か
っ
た
か
ら、

特
注
品
と
し
て
典
拠

を
持
つ
作
品
が
作
ら
れ、

求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う。

中
国

の
画
家、

師
系
で
あ
る
若
名
な
画
家
谷
文
晶、

渡
辺
半
山
を

典
拠
と
す
る
絵
を
描
く
こ
と
は、

注
文
行
に
と
っ
て
咆
ま
し

い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、

鵞
湖
に
と
っ
て
も
否
定
的
な
意

味
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

伺
時
代、

例
え
ば
江
戸
琳
派

を
見
て
も、

浮
世
絵
を
兄
て
も、

何
人
も
の
絵
師
が
師
の
作

品
の
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
べ
き
作
品
を
生
産
し
て
い
る。

オ、

特
殊
な
例
外
と
し
て
取
り
上
げ
る。

近
年
は
奥
原
晴
湖

な
ど
も
例
外
の
な
か
に
含
め
ら
れ
つ
つ
あ
る。
し
か
し
鉄
斎

や
晴
湖
の
優
れ
た
才
能
は
品
め
る
と
し
て
も、

さ
ほ
ど
例
外

的
な
存
在
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る。

文
人
画
の
衰
退
は
水

準
の
低
下
に
よ
る
も
の
で
は
な
く、

社
会
の
変
化
に
よ
る
も

の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う（
註
15
)。

氷
山
の
一
角
で
あ
る、

鉄

斎
や
晴
湖
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
文
人
画
全
体
の
隆
盛
が
あ
っ

た
か
ら
で、

仙
＊
か
ら
明
治
の
文
人
圃
は
令
体
的
に
も
っ
と

注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る。

文
人
両
で
も
特
に
文
凡
系
の
南
北
合
派
は、

明
治
期
の
画

境
に
旧
派
系
の
実
力
者
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る。
ま
た
南

北
合
派
か
ら
は
離
れ
て
ゆ
く
も
の
の`

ャ阿
柏
由一
は
文
址
の

係
弟
十
に
あ
た
る
吉
澤
因
庵（一
八
0
九
ー
一
八
八
几）
に
学

び、

歴
史
画
で
知
ら
れ
る
松
本
楓
湖
は
菊
地
容
斎
に
師
巾
す

る
前
に
は、

文
品
の
弟
子
で
あ
っ
た
佐
竹
永
海（一
八
0
三
ー

一
八
ヒ
四）
に
つ
い
た
時
期
が
あ
っ
た。

紅
末・
明
治
初
め
の

文
延
系
の
勢
h
は
か
な
リ
の
も
の
で
あ
り、

明
治
期
へ
の
彩

評
と
い
う
点
で
も
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る。

鵞
湖
の
周

辺
を
み
て
も、

務
湖
は
北
ガ
探
険•琢
の
松
浦
武
四
郎
と
の
交

遊
が
深
か
っ
た
が、

他
に
川
t
冬
伐、

秘
西
谷、

朴
木
南
淡、

杯
木
南
仰

川
崎
位
店、

渡
辺
小
作、

河
鍋
暁
斎、

柴
田＂必

兵
ら
も
松
浦
武
四
郎
の
紀
行し＂
に
挿
絵
を
寄
せ
て
い
る（
註
16
)。

揉
湖
も
そ
の
中
に
い
た
画
家
グ
ル
ー
プ
か
ら、

洋
画
の
先
駆

行
や
写
兵
の
先
駆
行
が
出
て
い
る
の
で
あ
る。

秘
未
か
ら
明
治
初
め、

内
国
勧
業
博
覧
会
の
よ
う
な
近
代

図
14 図
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て
い
き
た
い
と
り
え
て
い
る 。

る

こ
の
小
文
を
き
っ
か
け
に
さ
ら
に
湖
ぷ几
研
究
を
す
す
め

鈴
木
拷
湖
の
作
品
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
f

想
さ
れ

る 。

什
在
を
知
リ
な
が
ら
も

湖木U
で
き
な
か
っ
た
作
品
も
あ

他
の＇
又
礼
派
の
両｛
水
の
状
況
を
あ
る
利
以
椎
測
す
る
こ
と
も

llf
能
で
あ
ろ
う 。

註m
『

択
湖
及
鼎
湖』
は
私
1ょ
版
と
し
て
人
11
八
り（ ．
几·
JL)
に
出
肋
さ

れ
た ．‘

f
紋
児
千
紋
郡"i』 、
T"
火
郡
教
fi
灸＂
只
会
紺 、
人
11
ト
h
り
tll

②
 

⑪

駿
河
台
に
が
敷
を
持
つ
訊
田，愁
は ｀
洪
IJI
信
長
の
弟
仏
勺」
の
四
男
品
Ill

弥
ー

郎
し
を
川
と
し 、
小
並＂ ＇叩
本
行
を
勅
め
る 、
r-
f
石
空氷
て
あ
る

5

社
な
文
介
は
野
村
文
紹
T
仕
に
け
名
を
兄
な
い 。
K
保
ー

1
版
仏

益
ぷ
家
人
名
鉢
に
名
が
の
る ，
柏・
や
に
よ
れ
ば
鵞
湖
よ
リ
三
つ
年
L
と
い
う
こ

と
で
あ
る

151

現
h
市
名
礼
い
文
人
ぷ
名
附
石
h
命
で
計
仙
付
け
を‘fT，
てい
る
比

粒
の
た
め
に
他
の
両｛
釆
の
＃
命
を
あ
げ
る
と 、＂
則
年
の
初
編
で
は ．
杯
木
111
返

四])
も
軋
相
と
関
辿
す
る
で
あ
ろ
う 。
黛
湖
は
炸
"
111111心和心
に
共
感
す
る
と
こ

ろ
か
あっ
た
ら
し
く 、
Jj
延
元
年
の「
も
も
の
た
ね」
で
は
神
武
尺nぃ
牛
品
の
地 、

霧
約
を
と
り
あ
げr
屯
国
」
と
く
リ
か
え
し
品
す
松
浦
武
四
郎
の
文
在
を
抄
鉢

し
てい
る 。
松
浦
武
四
郎
は
北
川
防
備
の
必
要
性
を
北い
た
北
Jj
探
検

｛生との

リ ｀
拷
湖
と
親
し
かっ
た 。

血

奥
匝
昭
湖
に
も
圃
じ
図
様
のr
T
公l"9
門
図」
が
あ
る 。
柏
江，
が
晴
湖
の

必
（

晴
菜
の
ふ
と
し
て
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と（
“
片
柏“]、r
奥
原
昭
湖」

r
中
央
又
術』
第
三
巻
第
ヒ
乃
南
画
研
究＂可 、

大
正
ヒ
年
し
JI) 、
晴
湖
は

捻
湖
の
弟
f
の
よ
う
な
存
在
だっ
た
こ
と
も
あ
る＇っ
し
い 。
父
遊
は
確
品
さ
れ

て
い
る
の
で 、
lul
じ
W
111
の
ド

図
を
兄
た
Ur
能
性
か
あ
る 。

仰

文
槌
の
作
品
は「EII
録
lIJ
水
血（
桟
道
紅
葉）」（
貨
t

又
術
館
蔵）
と

r
蜀
桟
必
l」（
個
人
蔵）

河
ff.
JC
昭
氏
に
よ
れ
ばr
蜀
伐
迅
図K
の
箱
＂り

に「
島 ．
JC
欽

蜀
伐
追
M

rナ
山
楼
文
札
甜
図

杖
翻」
と
あ
る
と
い
う（
河
野
瓦
昭『
谷
文
品 、
11
本
の

入
lfr
-
h
し 、

十
文
党 、

•
IL
八
じ 、
八o
g。

渡
辺
ポ
111
の
弟
f
f
ル
湘
点(-
八
0
ニ
ー
．

八
Jiしハ）
に
も「
蜀
伐
道

図」
が
嘉
水二＿
年
の
作
品
と
し
て
あ
り 、
画
中
に「
倣
馬 ．
JC
欽
W
店」
と
あ
る 。

梵
湖
の
作＂m
と
品
も
図
様
が
近
い 。

⑫

静
岡
県
t
美
術
館
所
成
の
鈴
木
岩
湖
の
作
品
は 、
明
治
年
間
に 、
東
床・

ll
"仕
り
で
必
＂^
帥
を
営
ん
で
父←
山
ド
液，＂（
1

．
八
八＇
八
I-

JL
四
1)
が
収

比
し 、
息
f
ilJ
ド ．

郎
氏
か→
括
対
附
し
た
111
ド一

郎
コ
レ
ク
ショ
ン
に
含
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
111
ド

浪
古
は
詐
両
家
山
ド

新
太
郎
の
弟
で 、
新
太
郎
が
石

ル
柏
・ハ＇
と
女
流
か
あっ
た
こ
と
も
あっ
て
か 、
経
湖
の
作
品
に
は
令
て
係
の
柏“[T

の
紀
が
備
わっ
て
い
る 。
そ
の
う
ち「
油
”d
図」
のr
代
古
111
人
」
入
文
円
印
は
他

に
It
m
例
を
み
ない
が 、
代
湖
が
さ
ま
ざ
ま
な
印
を
In
い
た
こ
と
はr
怪
湖
及
鼎

湖
掲
栽
の
印
ボ
か
ら
も
わ
か
る（
た
だ
し「
曲
＂勾
図」
に
仙
Ill
す
る
fll
は
含
ま

れ
ない） 。「
凶
＂勾
図
」
は
略
両
瓜
の
も
の
と
し
て
代
湖
の
画
技
の
範
圃
内
と
みり

れ
る
の
で 、
現
時
点
で
は
窟
湖
の
作
品
と
し
て
扱
う
も
の
と
す
る 。

⑱

lur
"
Ic
昭r
光
琳
fi
tXI
の
枯
収」（
町
111
巾

ャりは
際
版
圃
入
術
館r
間

館
三
周
1
"̂

'

器箭
11
木
絵
両
と
圃
沿・
絵
子
本
＂」
図
鉢 、
i
几
JL
O
年

四
H)
に
J
し
く
定
義
さ
れ
て
い
る

閥

伺
じ
↑
に
4
ま
れ
てい
る
谷
IIt鵡
111(·
八一
六
ー一

八
几
JL)
の
nl
il

閲
か
れ
た
桜
安
全
で
は 、
f
JC
に
残
し
てい
た
晩
年
の
作
品
が‘
土
だっ
た
こ
と
も

あ
ろ
う
が 、
略
両
屈
の
も
の
か
か
な
リ
多
く
兄
ら
れ
た（・"9
岡
巾
必
術
館「
谷
＂

か
な
り
の
部
分
を
知
る
こ
と
か
で
き
る 。

灼
湖
の
画
業
か
ら

“[l.
Mi-·

兄
弟
か
出
て 、

伝 lnL
を ，IIL
し
た
狡
湖
の
両
又
は＇
＞
い

態
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
に
比
べ
る
レ

係
に
石
井
柏

ぷ
た
ち
か 、

両
伝
穎
に
そ
の
名
を
伝
え
る
の
み
て
作
品
の
丈

こ
と
は
や
や
難
し
い

し
か
し
圃
時
代
の
他
の
文
延
派
の
画

大
圃｛
氷
と
は
い
え
な
い
鈴
木
択
湖
の
圃
人
を
明
ら
か
に
す
る

に
な
っ
て
い
な
い

。

そ
の
た
め
明
治
三
年
に
没
し 、

し
か
も

圃
を
め
ぐ
る
状
況
は

一

部
の
圃9
水
に
つ
い
て
し
か
UJl
ら
か

の
産
物
と
し
て
の
屎
笈
会
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
の
時
代
の
絵

JL
fI
IL
1

年
沖

砥．
IL
り
ニ
ト
年 、
安
旧

苓具•
JL
u
fi
+
i
lnn
18
閑

林．
r
1 ‘
北
辺
ljl
ui.
T
ff 、
谷
文
兄．
F
1 、
巾
川
几
峨•
L
Ii
ir
な
ど 。

一
出
て
は 、
椿
柏
山
iLIL
U
九
卜

年 、・"9
久
片
古．
JL
百
年 、
竹
竹
水
海
jLJL

百
九
卜

年
l
島
林
斎．
JL
H
年 、
沢
令
英
泉•
干
年
歌
川
悶
国・
F

1
な

ど 。
合
体
と
し
て・
メ
涎
系
の
両
人
の
＂
値
か・
仙
め
て
あ
る
な
か 、
だ
湖
の
訂
仙

は
あ
ま
II."9
く
な
い

161
r

川
L
冬
化
と
そ
の
周
必」
展
図
仕（
長
ff
出
い
吊
た
中
舵 、

·
IL
几

（）
に
掲
載

⑦

蔵
似
寺
恨
が＂げ
柘
lt
ね
に
よ
る
と
口
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
てい
る
と
い
う

現
h
の
巻
f
公
と
な
る
几i
則
は'J
の
水
党
に
即
で
か
か
てい
た
小
守
は
大
保

ご
年（．
＇八

）
に
建
て
ら
れ
た
も
ll
だ
か 、
絵
の
1
汰
か
建
杓
に
あっ
てい
る

の
て
蕊
似
寺
の
た
め
に
描
か
れ
た
と
み
て
よ
い 。
注
文
名
を""
ff
権
右
衛
門
と

す
る
の
は 、
，＂

ff
仇
ん
衛
門
i氷
か
ら
俳
人
人
玲（
た`
K'）（
．

し‘ハ・
ダ
ー・

八ー一・ハ）
が
出
て
小
林
1

条
と
も
交
点
が
あ
り 、
ir一
ド
の
文
化
と
関
辿
か
あ，

た
人
物
と
し
て
息
い
浮
か
ぷ
た
め
ら
し
い 。

ほ
湖
4
人
か
fJI
市
を
た
し
な
ん
だ
か
ど
う
か
はし
L
か
で
は
な
い
K・バ（
現

船
ほ
巾
大
穴
北）
の
西
光
佐
ぱ
令
堀
のャ屯
蔵
院
と
lnJ
じ
く，＂
浜（
現＇八
千
代

市
占
橋）
の・u
協
年
の
木It
で 、
西
光
佐
に
は
鉄
湖
か
桧
を
描
い
た
こ
と
も
あ

る
が 、
114
光
氏
に
は
俳
人
介

心文
の
久（
、
し
八

？
ー

i
，

八・ハ・八）
の
な
が

あ
る
斎
社
そ
の
久
は
大
穴'
+11
柑
斧・
坪
jt．
令
堀．
n
幡
h
村
の
総
代
名
t

を
つ
と
め
た
介
社
安
兵
衛•
仄
の
出
で
あ
る ，
袋
湖
は
辻
P
に
住
み
な
か
ら
も 、

郷
り
の
h
か・ウ
大
を
迎
え
た
リ 、

郷
児
の
5
礼
に
仕
を
抽
い
た
リ
し
て
関
係
は

絞
い
て
い
た
の
文
，＂

引
侑
右
衛
門
家
と
は
俳
渚
を
媒
介
に
し
た
利
樹
川へ5
い

の
名
t
ど
う
し

ダ父
流
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

ふ
状
にr
北
点
r
虻
郡
令
堀"3"
収
を
記
す
の
も
こ
の
什
品
た
け
て ，
郷
f

と
の
関
辿
を
う
か
が
わ
せ
る 。

181

中
肝
忠
k
郎
氏
lll"
域（
辻
碑 ，UL
念
文
品
ふ
＂・
展
関^
ェ
M
は

四） 、

祁
ふ
之
助
Jl
lll"
滅
祠
＂
3-
ハ） 、
団
琢
庖
Lc
lH“
城（
伺
n"
―
→

八）
の一
·

点
こ
の
三
点
は
ほ
ぼ
圃
じ
図
様
で
あ
る
文
況
の
1―

点
に
は
明•IH
の 、
お
そ
ら

く
は
北
州
あ
た
リ
の
仕
訓
の
影
符
が
う
か
か
え
る

191

位
人
に
は
虫
を
描
く
作
品
が
多
く
見
ら
れ
を
そ
の
う
ち
で
も
渡
辺
lil

山
のr
贔
魚
射」（
人
保
十一

平
こ

・ハ
四·
比
頃）
は 、
中 ー
時
の
H
木
を
妥
点

し 、
海
防
息
想
を
あ
ら
わ
し
た
作
品
と
E
え
ら
れ
てい
る(
n
比
引
分
男『
渡
辺

iil
111
秘
め
ら
れ
た
海
肋
忠
忠』 、
ペ
リ
か
ん
社 、

·
IL
九
四
ir
し

rin)
;
"

＋
南
漢(

;t
lL
lL
ー
1

，八
し
八）
のr
虫
合
戦
M」（
嘉
水
し
年[
:八
h

t贔
111
IA」
図
鉢 ‘
,

JL
IL
六
年
IL
H)

奥
椋
帖
湖（ ．
，ハ

三
し
ー ：

JL
-
三）
に
も
略
両
凪
の
作
品
は
多
々
兄・ウ

れ
る（
古
ioJ
歴
史
団
物
館「
奥
原
昭
湖
」
辰
図
鉢 、
一
九
几
六
年
|

ll) 。

怜
椿
山
門
ド
で
も
あっ
た
秘
111
谷（一
，ハ

ニ
じ
ー

一
八
し

0)
も
貼
父
叶

私
の
作
品
を
み
る
と
芹
々
と
し
た
両
を
描
い
てい
る（
松
戸
市
戸
定
歴
史
館「
仙

末
幻
の
油
絵
師
島
霞
谷」
展
図
鉢 ｀
i
九
JL
六
年
卜
月） 。
ち
な
み
に
栢
湖
と

｛以
谷
は 、
松
浦
武
四
郎
を
通
し
て
知 ー」
で
あっ
た
uf
能
性
が
あ
る

⑮
p）

れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
佐
藤
逍
信
氏
の
指
摘
が
あ
る 。

佐
様
泊
い「
南
北^
＂
品
と
明
治
11
木
圃
ILi
派」
で＇
関
市
t
災
術
館r
k

庭
学
捲
と
明
治＂
則
期
11
^
Phl」
版
図
仕 ｀
ー
IL
几
一
11
ト ．

Jj）

叫
『

東
蝦
火
H 'i』
ム
編（
明
治
旧
年
刊）
に
明
治
1一

年
の
年
よ
の
あ
る
梵

湖
の
挿
絵
か
確
品
で
き
る

また『
北
蝦
火
飲＇i
（
安
政
し

年
げ）
に
も 、
鵞
湖

の
挿
絵
が
確”で
さ
れ
る 。

作
品
湖
代・
沢
料
収
i
に
ご
机
h
い
た
だ
い
た ｀
静
岡
県
ャ
入
術
館
飯
田・
只

氏・
山
ド

埠＂
也
氏 、
K
屯
111
教
介
委
且
仝；
化
義
広
氏 、
栃
木
臥
t
団
物
館

ほ
本
慎
司
氏 、
千
築
市
立
癌
t

博
物
館
丸
井
敬
d
氏 、
成
福
年
根
本
浮
Hi

住
闘
に
M
<
ilP
tL
中
し
L

げ
ま
す 。

追
記

m
鵞
湖
と
い
う
り
に
つ
い
て
は ．
子
tl
沼
の
雅
称 、
天
鵞
湖
に
ち
な
む
と
い
う

北
が
あ
る（
飯
塚
米
巾
に
よ
る
図
版
鮮
汲 、
『
H
本
画
大
成
10 、
束
方
tLI

厄 、

•

.=!
•
1
1

1

)
 

I'<
保
ト一

正＇（一
八
四 -
)
に
必
川
が
蔽
が
手
買
沼
を
題
H
に

し
て
つ
くっ
た
漠
U
に「
没
k
郎
湖
」
か
あ
リ 、

ぶが
淘
史』
に
お
さ
め
ら
れ
てい
る

（
共
同
研
究一

近
祉
利
根
川
下
買”m
周
辺
の
地
元
文
芸 、
水
沖
敦
子「
近

世
地
Jj
名
勝
心
文
の
間
辺
ー

手
買
沼
地
械
文
化
の
湖
流
を
み
る
1」 、

牧
係

{
rli
教
介
委
員
会
孜
孫
f
rh
史
研
究．
11 ‘
-
JL
八
し） ．

2

A
保
卜

：1-
八
四
0) 、
椿
椿
山
が
渡
辺
lil
ilJ
の
た
め
に
開
い
た
＂＂

凹
仝
の
図
に 、
怪
湖
と
恩
わ
れ
る
鈴
木
雅
否
の
姿
が
み
え
る（「
小
仄
図
鉢L
IH

原

町所
蔵）
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烈
主
か
屡厄

ヽ

゜
『
わ
r
"

1
Ic"i3

年（
一
八
六
丘）
r
貨
梁一
炊
図」
（
個
人
蔵）

,
l
、

i

、

マキ

咲
応
．
1
『
・
ハ」ハ
六）
「
ふ
It
横
臥
図」
一
竹
岡
川
屯
入
術
館
祓）

[屯イ芦悦．

g
極一―
り（
一
→
八，ハ
し）
r
は
鶴
術
明
珠
＂5」
（
個
人
蔵）

坂
古
1

ぶ

、

f.
1

.. 

・

諏霞

ゞn

安
政
六
年（
一
｀
ハ
h
八）
「
出
ii
図」
（
静
阿
見
立
美
術

態威）

召し
rt
1
勺3
}
}]-—

Jj
延．
JC
年(
-
・
ハ
h
IL)
r
武
佼
桃
泊
図」
（
け
嘉
常
文
中
必
術
館
色

創
茫ペキ
店

ふ甜g
琴詞

｀
麟
(
(
3

5

山

●

,’
 

蛾
年
記
r
閣
釘
図」
(CIIp
岡
児
t
天
術
鯨
蔵）

n'
 

伶
名
i

瓜

掌
雷・一

迅
ポi
俎
ネ
雌
すん
社

m

四
晉

文
久→

1ー
・
八‘ハ
．）
r
杖
記
iir
llH
珠
M.
fL
恰
放
fii
M」
（
個
人
点）

孔
愴
放
亀
図

“
6'1UL
r
蜀
R
Jn
M」
(
T
浜
臥
ャ
入
術
館
油）

し

7

.

J
.‘

ぶ
4

えネ
往ヽ

文
久
元
11｛
ー
・
ハ•ハ
[

)

r

西
ltl
雅
比
図」
(
r
n人
巾
必
術
舵
磁）

ム
＂人

署
名•
印
章
一

覧

’

 

文
久
元
年（
了
ハ
六
一
）
「
西
N
稚
1
図」

ぞ＇
呆
iii
入
術
舵
色

蒼湖
ジ（ネ
稚

文
久一・
年（
：
・
ハ
六．
一）
r
救
絹
M」
（
千＂
菜
巾
入
術
館
磁）

板

；畠ぐりぶで

文
久

：年
(

1

をハ—
-)
r
杖
鵡
釘
明
珠
M・
孔
伯
放
fll
M」
（
個
人
点）

左
伎

ノし
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千
葉
市
美
術
館
fll)
上
映(
JL
分

今
H
は
桑
山
さ
ん
と
対
淡
を
す
る
わ
け
で
す
が 、

大

雑
把
に
二
つ
に
分
け
て 、
ま
ず
桑
山
さ
ん
の
今
度
の
展
院
全

を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
よ
を
伺
い 、

次
に
現
代
芸
術
全
般

と
い
う
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
い
と
与
え
て
お
り
ま
す 。
そ
の
後 、

皆
様
の
伐

問
に
答
え
る
形
で 、

桑
111
さ
ん
な
リ
私
な
り
が
話
を
す
る 、
そ

ん
な
手
順
で
や
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。
始
め
ま
す
前

に 、

桑
山
さ
ん
の
娘
硝
さ
ん
で
あ
る
チ
ャ
ソ

ク・
ス
ミ
ス
さ
ん

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ピ
デ
オ
を
制
作
し
て
い
て 、

こ
れ
が
非
常
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
今
度
の
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ

と
を
語
っ
て
い
ま
す
で 、

そ
れ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う 。

千
葉
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
も
川
村
フ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
ご
安
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
し 。

＊
チ
ャ
ッ
ク・
ス
ミ
ス
編「
Tadaak
i

Ku
waya
ma
 

P
ro

jec
t

 

9
6」

今
の
ピ
デ
オ
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
桑
ul
さ
ん
の
今
疫
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
て
い
て 、
か
つ
桑
山
さ
ん
の
言
葉

多
木 桑

山
忠
明
と
の
対
話

聞
き
手
11

多
木
浩

A Study of Suzuki Gako (I) Ito Shiori 

う
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
ア
ー
ト
を
与
え
ら
れ
た
空
間
の
中
に

で
色
々
な
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で 、

我
々
が
今一
度
そ

れ
を
繰
り
返
す
の
も
変
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
が 、

も
う
ち

よ
っ
と
先
に
進
む 、

あ
る
い
は
も
う
少
し
も
と
に
か
え
っ
て

LJ
え
る 、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
ク
え
て
い
ま
す 。

こ
の
千
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も 、

川
村
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も 、

今

ま
で
の
芸
術
作
品
と
ず
い
ぷ
ん
追
う 。
そ
こ
で 、
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
こ
に
辿
り
沿
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
芥J
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す 。
と
リ
あ
え
ず
は
桑
山
さ
ん
に
話
を
伺
い 、

そ
こ
か
ら
ま
た
細
か
く
話
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う 。
桑
山

さ
ん 、

何
を
や
リ
た
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
ot
し

て
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か 。

桑
山

僕
が
し
た
か
っ
た
こ
と
は 、

色
々
あ
り
ま
す
が 、

今

ま
で
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
か
彫
刻 、

そ
う
い
う
も
の
と
迫

什
在
さ
せ
た
い
っ
て
の
が 、

僕
の
今
回
の
ア
ー
ト
な
ん
で
す 。

そ
れ
と 、

僕
は
芸
術
と
い
う
の
は
人
間
が
つ
く
り
だ
す
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す 。
そ
う
い
う
必
味
で
も 、
人
L
的
で
n

然
と
関
係
な
い
も
の
で
ひ
と
つ
の
窄
間
を
つ
く
り 、

そ
の
中

に
兄
る
人
が
入
る 。
そ
の
よ
う
に
僕
が
違
う
デ
ィ

メ
ン
シ
ョ

ン
の
ア
ー
ト
を
存
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
の
リ
ア
ク

r
桑
ill
忠
明
フロ
ジェ
ク
ト
96」
は
その
泊
lh
H
体
が~t
rJI
と
し
ての
芸
術の

成
ャ 9
の
校
索
で
あ
る
文
山
忠
明
氏
に
よ
る「
品
も
foJ
処
で
も
兄
た
こ
との
ない」

「
こ
の
性
の
も
の
で
ない」
空
間
を
現
実
に
成
ヤtさ
せ
よ
う
と
よ
み
ら
れ
た^
d
画

で
あっ
た 。
プロ
ジェ
ク
ト
は
川
村
記
念
入
術
館（
佐
介
市）
を
全
場
と
す
る
r

川

村
フロ
ジェ
ク
ト」（一
九
九
六
年
六
H-
H
ー
ヒ
H-
i'-
11)
と
r
袋
市

入
術
館
での
r

千
葉
フロ
ジェク
ト」
(

Inl

年
六
JI
ト
五
II
I
八
ll
tハ
ll)
かっ

な
リ 、
こ
の
対
よ
は
r

千
葉
フロ
ジェ
ク
ト」
の
開
催
に
伴い
二
0
0
名
近い
稔
祭

を
前
に
し
て
作•禾
＾＾
山
氏
と
その
良
き
理
解
名
で
あ
る
多
木
浩
二
氏
含＂
学

名）
の
間
で
交
さ
れ
た
も
の ｀

本
誌
掲
祓
に
あ
た
リ
極
h
仝
話
体
の
ま
ま
と
し
た
が 、
遍
宜£
品
を
補い 、

ヒ
客 、
K
ou

Ii 、
Jll
品
法
↑fの
仔^
＂
を
とっ
た
また
I
森
話の
極
溢
な
反
復
は
編

史
さ
せ
て
頂い
た 。
編
集
の
只
は
千
葉
rli
及
術
館
に
あ
る 。

*
-
JL
九
六
年
4ハ
月
卜」ハ
n

仰

Born in Kanehori village in Shimousa province (present-day Kanehori-cho, Funabashi city, 
Chiba prefecture), Suzuki Gako (1816-1870) was a painter active in Edo. The most detailed 
account of Gako's life is the Gako oyobi Teiko written by his grandson Ishii Hakutei. There 
is a difference of opinion concerning the year of his birth; the Chiba-ken Chiba-gun shi records 
that he was born on the first day of the ninth month of 1818. Gako first studied painting with 
Shogetsu who painted Chokoga, and then became a pupil of Chokok6(Tani Bunch6's student 
Fujimori Bun'eki) whom he met at Shogetsu's studio. There are different opinions about his 
teacher. According to Nomura Bunsh6's Tani Buncho-6 no ki, he studied with Bunch6's pupil 
Aizawa Sekko (1806-1841), a painter serving the Hitotsubashi family. As a "grand" pupil, Gako 
was probably acquainted with Bunch6. His name first appears in the £do bunjin geien ichiran 

(1850) and the Genson raimei £do bunjin jumyo zuke (second edition). Gako's earliest known 
work is a painting of Sixteen Rakan dated 1855. He died on the 22nd day of the fifth month 
in 1870. His grave is presently located at lchijoji in Yanaka, Tokyo. 

Most of the approximately 20 currently known works by Gako are colorful landscapes with 
figures. To borrow Kono Motoaki's words, his works display a tendency toward "authoritari
anism". The sources that he cites in his paintings are Li Lung-mien, Chang Pao-chen, and 
Watanabe Kazan, but from his style it is apparent that many are modeled after Tani Bunch6. 
The naming of sources can be thought of in the same way as being captivated with name 
brands. He seems to have mass-produced simplified works at painting and calligraphy gather
ings and for patrons who requested them during his travels. Many of his works were probably 
sold in the provinces. 

Bunjinga, which continued to flourish in the late Edo and early Meiji periods, deserves 
more attention. There were a large number of proficient artists who were working in the Tani 
Buncho tradition with its mixture of northern and southern styles during the Meiji period. 
Takahashi Yuichi and Matsumoto Fiiko both studied with Tani Buncho. Gako had close associ
ations with Matsuura Takeshiro, explorer. Among the artists who also contributed illustrations 
to Matsuura Takeshir6's travel record are Kawakami Togai, Shima Kakoku, Haruki Nanmei, 
Tazaki Soun, Watanabe Shoka, Kawanabe Kyosai, and Shibata Zeshin. From this group of 
artists (which Gako was part of) came some of the pioneers of Western-style oil painting and 
photography. 

One can understand a great deal through the biography written by his grandchildren Ishii 
Hakutei and Tsuruzo, which compares Gako's painting activities to other artists contemporary 
with him. From Gako's activities it is also possible to speculate on the circumstances of other 
Bunch6 school painters. 

汀ranslated by Patricia Fisler) 
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